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研究概 ： 
 光合成 光 集アンテナ 体に見られるπ電子系

スリップ 構造 、光合成初期過 越した機能

発現 である。 々 こ 構造に を得て、次世代エ

クトロニクスに がる材料創 について している。 

 ルフィリン系金属 体に周辺 換基として配位子を導

すると、自己相 的な配位結合によりスリップ した

ダイマー構造を構築でき、 的な配位子 加・ に

より自在に組み替えることができる [1]。こ 方 論を応

用すると、 ルフィリン系金属 体と任意 機能 をヘテ

ロ した“ 分子元素ブロック を構築することができる。

え 、配位子とフタロシアニン 体と 基とし

て ルフィリンを導 すると（ １a,b）、 共平

配向によって したπ共役系が二分子間で し、電

移動相互作用を う特異なπ電子系を 成できる [2,3]。

こ ようにπ電子系がヘテロ した 分子元素ブロック

を構成単位とした特異なπ電子 構造に する新

π電子機能 創出が可能である。本研究で こ 分子

元素ブロック “力 を した、機能性 分子 リマー

構築に り組んでいる（ １c）。 

 

 

１ (a, b)フタロシアニン金属 体と ルフィリンから構成

された 分子元素ブロックとそ 定実 におけるス ク

トル変化. (c) 分子元素ブロック リマー  

 

 

 

 

の研究成 ： 

 分子元素ブロック高分子 の機 のア

ロー 新 分子マ レーション

の開発 戦 の リ マー

ポル リンアレー の 成 行 と

アンテ 連 ポル リン

のスリッ ( 2) の官

のポル リンアレー

“DNA の 分子レ ル

材料 アセンブル 機

ルデ ン ッ と  

 の と 領域 の 元素

ブロックとの融合 と 分子元素

ブロック高分子 新 機 発 行  

 

 
2 リ ルフィリンア ー二重 平 構造および

定におけるス クトル変化(n=1). 
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研究概 ： 

 チ ラート（RS ）によって された金クラスター

（Aun(SR)m） 、 ルク金で 見られない イ 特異的な

物性や機能を発現することから、機能性ナノ材料として大

きな 目を集めている。なかでも、 と れる特異

的に安定なクラスター 、機能性ナノ材料 構成単位とし

てとりわけ高い テンシャルを有している。 々 、こうし

た Aun(SR)m クラスターを高機能化させることで、安

定かつ高機能な金属クラスターを創 することを目指して

いる。そこで、異 子ドーピングや機能性チ ラートによる

表 が Aun(SR)mクラスター 安定性や物理的

/化学的性質に与える影響について べている（ 1）。 

 

 

１ 安定かつ高機能な金属クラスター 創 を目指した

々 研究 

 

近 研究成果： 

 異 子ドーピングに関する研究で 、 Aun(SR)m ク

ラスターに、Pd、Ag、 び Cu をドープすることに成功した

[1-3] （ 2）。得られたドープクラスターに関する研究より、

1）Pd ドーピング クラスター 安定性や表 反応性を向

上 さ せ る こ と 、 2)Ag ド ー ピ ン グ ク ラ ス タ ー

HOMO-LUMO ギャップを増大させること、3）Cu ドーピング 

 

 

クラスター HOMO-LUMO ギャップを 少させることが

明らかになった。こうした 見 、異 子ドーピングにより

Aun(SR)m クラスターに新たな性質を 与する上で

設計指 に がると期待される。また、配位子にア

ン ンチ ラートを用いた研究で 、Au25 クラスターをア

ン ンと 合化させると、クラスター 化 元電位に

光応 性を 与できることが明らかになった（ 2）。こうし

た 見 、 Aun(SR)mクラスター 他 物性（ 性な

ど）に光応 性を 与する上で、１つ 設計指 に がる

と期待される。 

 

2 異 子ドーピングやア ン ンチ ラートと 合

化が Au25(SR)18 クラスター 物理的/化学的性質に

与える影響 
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